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  (百万円未満切捨て)

１．平成27年５月期第３四半期の連結業績（平成26年６月１日～平成27年２月28日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年５月期第３四半期 98,633 7.4 3,860 12.9 3,896 13.1 2,172 18.0 

26年５月期第３四半期 91,810 7.7 3,420 1.6 3,444 2.2 1,841 △0.5 
 
（注）包括利益 27年５月期第３四半期 2,191 百万円 （18.5％）   26年５月期第３四半期 1,848 百万円 （△0.6％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年５月期第３四半期 154.91 154.84 

26年５月期第３四半期 131.37 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年５月期第３四半期 38,421 23,569 61.2 

26年５月期 38,914 21,650 55.5 
 
（参考）自己資本 27年５月期第３四半期 23,507 百万円   26年５月期 21,605 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

26年５月期 － 0.00 － 20.00 20.00 

27年５月期 － 0.00 －     

27年５月期（予想）       20.00 20.00 
 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成27年５月期の連結業績予想（平成26年６月１日～平成27年５月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 129,000 3.4 5,210 3.9 5,225 3.2 2,612 3.5 186.25 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 無    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年５月期３Ｑ 14,413,200 株 26年５月期 14,413,200 株 

②  期末自己株式数 27年５月期３Ｑ 389,315 株 26年５月期 389,153 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年５月期３Ｑ 14,023,981 株 26年５月期３Ｑ 14,019,521 株 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了してお

りますが、この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。尚、上記予想

に関する事項は、添付資料２ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府・日銀による大規模な経済政策や金融緩和政策により円

安・株価上昇が続き、企業業績の回復や設備投資の増加など、景気は緩やかな回復基調で推移し、明るい兆しが見

られました。一方で、消費税増税、円安の影響による商品価格の値上などにより、消費者の節約志向は高まり、依

然景気の先行きは、不透明な状況となっております。 

 小売業界におきましては、電気料金の値上や慢性的な人材不足、さらに業種・業態を超えた価格競争の激化によ

り厳しい経営環境が続いております。 

 このような環境の中、当社グループでは食の安心・安全を確保するための品質・鮮度管理の徹底や、当社の商品

販売価格が当該地域で最も安値であることを保証する『価格保証宣言』を唱えた「安さ」の追求に取り組んでまい

りました。また、当社グループでは、新規出店として７月にディオ松江南店（島根県松江市）及びラ・ムー久留米

西店（福岡県久留米市）、10月にラ・ムー大垣店（岐阜県大垣市）及びディオ呉清水店（広島県呉市）を出店いた

しました。

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は986億３千３百万円（前年同期比7.4％増）、経常利益は38

億９千６百万円（前年同期比13.1％増）、四半期純利益は21億７千２百万円（前年同期比18.0％増）となりまし

た。

 

（２）財政状態に関する説明

（流動資産）

 当第３四半期連結会計期間末における流動資産の残高は、125億９千万円となり、前連結会計年度末に比べ32億

６千万円減少いたしました。その主たる変動要因は、現金及び預金の減少（96億８千９百万円から68億３千万円へ

28億５千９百万円減少）、商品及び製品の減少（34億６千６百万円から32億５千４百万円へ２億１千２百万円減

少）、その他の流動資産の減少（25億９千万円から23億８千６百万円へ２億３百万円減少）などによるものであり

ます。

（固定資産）

 当第３四半期連結会計期間末における固定資産の残高は、258億３千１百万円となり、前連結会計年度末に比べ

27億６千７百万円増加いたしました。その変動要因は、無形固定資産の減少（４億７千７百万円から３億８千８百

万円へ８千９百万円減少）に対して、有形固定資産の増加（166億８千５百万円から190億５千６百万円へ23億７千

１百万円増加）及び投資その他の資産の増加（59億円から63億８千６百万円へ４億８千５百万円増加）によるもの

であります。

（流動負債）

 当第３四半期連結会計期間末における流動負債の残高は、120億２千８百万円となり、前連結会計年度末に比べ

20億９千７百万円減少いたしました。その変動要因は、短期借入金の増加（２億９千９百万円から５億９千６百万

円へ２億９千７百万円増加）に対して、未払法人税等の減少（15億４千万円から４億３千８百万円へ11億１百万円

減少）、支払手形及び買掛金の減少（82億８千１百万円から74億８千８百万円へ７億９千３百万円減少）、賞与引

当金の減少（２億９千７百万円から１億４千７百万円へ１億５千万円減少）、その他の流動負債の減少（37億６百

万円から33億５千７百万円へ３億４千８百万円減少）によるものであります。

（固定負債）

 当第３四半期連結会計期間末における固定負債の残高は、28億２千３百万円となり、前連結会計年度末に比べ３

億１千５百万円減少いたしました。その主たる変動要因は、長期借入金の減少（５億９千９百万円から４億３千２

百万円へ１億６千７百万円減少）、その他の固定負債の減少（13億２千万円から10億８千７百万円へ２億３千２百

万円減少）などによるものであります。

（純資産）

 当第３四半期連結会計期間末における純資産の残高は、235億６千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ19

億１千９百万円増加いたしました。その主たる変動要因は、利益剰余金の増加（186億１千２百万円から205億４百

万円へ18億９千１百万円増加）などによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成27年５月期通期の業績予想につきましては、概ね計画どおりに推移しており、連結、個別ともに平成26年７ 

月９日公表の業績予想に変更ありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。

 

- 3 -

大黒天物産株式会社（2791）平成27年５月期第３四半期決算短信



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年５月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年２月28日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 9,689 6,830 

受取手形及び売掛金 16 21 

商品及び製品 3,466 3,254 

原材料及び貯蔵品 100 109 

その他 2,590 2,386 

貸倒引当金 △11 △12 

流動資産合計 15,850 12,590 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 10,191 10,809 

土地 4,169 5,284 

その他（純額） 2,323 2,962 

有形固定資産合計 16,685 19,056 

無形固定資産    

のれん 244 183 

その他 232 204 

無形固定資産合計 477 388 

投資その他の資産    

建設協力金 1,184 1,200 

差入保証金 2,477 2,747 

その他 2,260 2,461 

貸倒引当金 △22 △22 

投資その他の資産合計 5,900 6,386 

固定資産合計 23,063 25,831 

資産合計 38,914 38,421 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年５月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年２月28日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,281 7,488 

短期借入金 299 596 

未払法人税等 1,540 438 

賞与引当金 297 147 

その他 3,706 3,357 

流動負債合計 14,126 12,028 

固定負債    

長期借入金 599 432 

退職給付に係る負債 15 15 

資産除去債務 1,203 1,288 

その他 1,320 1,087 

固定負債合計 3,138 2,823 

負債合計 17,264 14,851 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,566 1,566 

資本剰余金 1,728 1,728 

利益剰余金 18,612 20,504 

自己株式 △312 △312 

株主資本合計 21,595 23,486 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 6 20 

その他の包括利益累計額合計 6 20 

新株予約権 3 12 

少数株主持分 44 49 

純資産合計 21,650 23,569 

負債純資産合計 38,914 38,421 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年６月１日 

 至 平成26年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年６月１日 
 至 平成27年２月28日) 

売上高 91,810 98,633 

売上原価 70,795 75,847 

売上総利益 21,014 22,786 

販売費及び一般管理費 17,594 18,925 

営業利益 3,420 3,860 

営業外収益    

受取利息 19 19 

受取配当金 0 0 

受取賃貸料 18 17 

その他 26 14 

営業外収益合計 64 52 

営業外費用    

支払利息 27 13 

貸倒引当金繰入額 11 0 

その他 0 3 

営業外費用合計 39 16 

経常利益 3,444 3,896 

特別利益    

リース解約益 71 － 

特別利益合計 71 － 

税金等調整前四半期純利益 3,516 3,896 

法人税、住民税及び事業税 1,617 1,633 

法人税等調整額 51 85 

法人税等合計 1,668 1,719 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,847 2,177 

少数株主利益 6 4 

四半期純利益 1,841 2,172 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年６月１日 

 至 平成26年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年６月１日 
 至 平成27年２月28日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,847 2,177 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 0 13 

その他の包括利益合計 0 13 

四半期包括利益 1,848 2,191 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,842 2,186 

少数株主に係る四半期包括利益 6 4 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

 

（重要な後発事象）

 （法人税率の変更等による影響）

 「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法律」（平

成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税

率等の引下げが行われることとなりました。これに伴い、平成27年６月１日から開始する連結会計年度において

解消が見込まれる一時差異については、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率が35.4％

から32.8％に変更されます。また、平成28年６月１日から開始する連結会計年度以降において解消が見込まれる

一時差異については、繰延税金資産及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率が35.4％から32.1％に変更

されます。

 この変更により、当第３四半期連結会計期間末における一時差異を基礎として再計算した場合、繰延税金資産

の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）が149百万円減少し、法人税等調整額の金額（借方）が150百万円

及びその他有価証券評価差額金の金額が0百万円それぞれ増加いたします。

 なお、当連結会計年度における実際の影響額は、当連結会計年度末の一時差異を基礎として計算されるため、

上記の金額とは異なることになります。

 

- 8 -

大黒天物産株式会社（2791）平成27年５月期第３四半期決算短信


